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　明けましておめでとうございます。今年が皆様にとって
よき年であり，躍進の年になるように祈ります。
　文部省は日本国内の全ての学校にインターネットを接続
することを計画し，中・高・特殊教育諸学校は平成13年
度までに，小学校には平成15年度までに設置できるよう
に，地方交付税で処置することを自治省に要望しているとの
ことです。インターネットの設置にあたっては，最初の導
入経費だけでなく，電話代，インターネット接続費等，毎
年の運営経費についても補助をしてくれることを計画して
いるようです。そのためには，１校当たり25万円と計算
して年間81億円が必要になるが，平成10年度の予算でイ
ンターネット設置補助に，地方交付税の中に16億円を計
上したと報じられています。また，文部省と郵政省が共同
で「教育分野におけるインターネットの活用促進に関する
懇談会」を設置し，昨年暮れの12月３日に第１回会合が
開かれたことが報じられています。一方，マイクロソフト
の社長のビル・ゲイツが文部省を訪問して，文部大臣に日
本の学校に早くインターネットを導入することを要望したと
のニュースが報じられていました。
　このように，インターネットの教育分野への導入を巡る
社会の状況は極めて急速な展開をみせています。今年も
『インターネット，インターネット！！』と大合唱が起こ
り，その声におどかされておろおろする先生も多数でてく
るのではないかと思います。

その声におびやかされないためには，先生方がインター
ネットについて知っておくことが必要です。
　先号で，「インターネットに接続するには」どうしたらよ
いかを特集し，今号で「OCNエコノミースクール・パッケー
ジ」について特集したのは，先生方に情報をお届けするた
めです。どのように使っていくか，現状ではどう使われて
いるか等については次号以降でとりあげて行きたいと考え
ています。
　ここで注意したいことは，インターネットの教育への利
用はあくまでもコンピュータの教育利用の一部にしかすぎ
ないということです。インターネットを教育で効果あらし
めるためにどう使うかは，非常に難しいことであると思っ
ています。学校の役割は，学習者に基礎・基本をしっかり
と身につけてもらうこと，情報活用能力の習得であると信
じます。そのためにコンピュータを道具としてどう使うか
が大切なのです。
　学校の役割の中心が基礎・基本の習得である以上，学習
目標の完全習得を目的にしたＣＡＩは，決して古いもので
なく，いつまでも学校におけるコンピュータ利用の中心で
あるべきです。と同時に，情報活用能力の習得のためには
インターネットに接続して，それを有効に使うことも大切
です。しかし，それはあくまでも教育におけるコンピュー
タの利用の一部ではあっても全部ではないことを年頭にあ
たり確りと理解し，もう一度考えてみることが先生方には
必要だと思います。

何のためのコンピュータ利用か
もう一度，考えてみよう

21世紀教育研究所 所長 中山 和彦
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年賀状  from YODEN & HIGASIBARA／受賞おめでとう並木小学校／「週間アスキー」に載りました桜南小学校

　昨年の発表以来ご好評をいただいておりますウィンドウ
ズ版スタディノートですが，今年も新しい展開があります。
　まず，４月には，使いやすさはそのままで，さらに高
機能になります。詳細は次号でお知らせ致します。また，
夏頃には，スタディノートの電子メール・電子掲示板が
インターネットにいよいよ（！）対応します。
（参加希望校を募り，実験的運用を開始する予定です。）
　今年はまた，スタディノートの研修会も充実させ，回数
も増やし，各地で行っていきたいと思っております。どう
ぞ，ご期待下さい。

『トラ君も使ってる（？）スタディノート』

    東京家政学院筑波女子大学

                余田 義彦

 みなさま，明けまして
     おめでとうございます

 応募総数３１９作品が中からの受賞です。おめでとう
ございます。5年3組の児童みんなでコンピュータへの
入力もした受賞作品は，並木小学校のホームページ
（ht tp :/ /www.accs .or . jp/namik is /） で見ることがで
きます。ご覧になった方は，是非，感想を児童たちに送っ

て下さい。

『’９７メディアレター大募集』
主催 メディアレター大募集実行委員会
後援 日本教育新聞社・学情研
    日本視聴覚協会・ＡＣＥ

小学校静止画部門

最優秀賞受賞

   つくば市立並木小学校
「なみき環境調査隊」

 新しい年1998年を迎えて，信州大学の東原先生，東京家政学院筑波女子大学の余田先生から，
ＥＣＯ Ｎｅｗｓ会員のみなさんへの年賀状です。

『週間アスキー』１９９７年１２月18日号
編集部が薦める対象者年齢別メーリングリスト一覧

「電子メールを極めろ！
  老若男女も大満足  嗚呼メーリングリスト人生」

対象年齢０～１２歳に

つくば市立桜南小学校が載りました
（mado@ounan-es.tsukuba.ibaraki.jp）

おめでとうございます

あけましておめでとうございます

次の○○○○に，思い当たる言葉を入れてみてください。

 長野は雪のない過ごしやすい年明けです。

 ノーマルタイヤでゴンドラの駐車場までたどり着け，人
工降雪機の乾燥した雪を滑り，屋外のテーブルで暖かな日
差しを受けてビールを飲む。今日風スキーです。

 屋内の人工の氷があたりまえになっているアイススケー
ト場ですが，かつては水田や校庭にはった天然の氷上を
滑っていたことを多くの人が忘れかけています。

 天然の雪でスキーを楽しめた時代があったこともやがて
忘れ去られるのでしょうか。

 地球規模の温暖化の一方で，
○○○○の熱は

冷え切っていくのでしょうか。

（正解は，後日ホームページでお知らせします。）

       信州大学教育学部附属教育実践研究指導センター

                                     東原 義訓

スタディノート・メーリングリスト
参加希望者募集のお知らせ

 スタディノートの利用者がお互いに情報を交換しあえる
ようにするため，メーリングリストを開設します。
 メーリングリストとは，特定のアドレスに電子メールを
送ると，その関係者全員に同じ内容のメールが送られる仕
組みです。参加を希望される方は，

yoden@cs.kasei .ac.jp
へ，次の内容のメールをお送り下さい。
・Subject に「メーリングリスト参加希望」と記入。
・本文には所属・連絡先（住所，電話番号）・名前（ふり
がな）を記入。



トが利用出来るようになる。月々の費用は約6万円。これ
には，回線使用料からサーバのレンタル（もしくはリー
ス）の代金，ヘルプデスクの使用料まですべて含まれて
いる。

                                            （図２）
  OCN側では「専門の知識のない人でも運用が出来る」こ
とを目標としており，費用が月々6万円と，一般の水準か
らすると非常に割安な点もあわせ，大変魅力的なサービス
のように思われる。 では，このOCNスクールパッケージ
が，果たしてどの程度学校の現場において有用なのかどう
か，細かく検討していこう。

２．OCNエコノミースクールパッケージの利点

全国どこにいっても均一なサービスを受けられる
  まず第一にあげられる利点は，全国どこの学校でも同じ
サービスを受けられるという点であろう。実際には，
1998年1月現在，このOCNエコノミーのサービスが受け
られない地域が存在している。しかし，近い将来，全国ど
この地域でもこのサービスが受けられるようになるとNTT
は告知している。このようなインフラ整備の点で問題にな
る地域間格差がOCNエコノミースクールパッケージに関し
ては存在しない。地元に良いインターネットプロバイダが
あるかどうか，インターネットに繋ぐための電話番号（ア
クセスポイント）が同じ市外局番の場所にあるか，といっ
た問題を考えないで良いのは，大きな利点と言える。導入
を検討したい学校は，地元にあるNTTに連絡するだけで済
むのである。

必要なものがすべて揃う
  第二の利点は，このパッケージを導入するだけで必要な
ものが一通り揃う点である。もしすでに，学校内のコン
ピュータをLANで接続しているような学校であれば，専門
的な知識がなくても，常時接続型のインターネット環境が
すべてのコンピュータで利用出来るようになる。導入に際
しての勉強が最小限で済む点は，忙しい学校の先生にとっ
ては大変有り難いことである。
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　NTTのOCNエコノミーサービスは発売直後から，その価
格の低さと，設定等の容易さから，爆発的に普及している。
平成9年11月14日の新聞によれば，OCNの常時接続型の
ユーザーは，日本テレコムやテレウェイといった他の常時
接続型のサービスが数百単位のユーザーしか集めていな
いのに対し，5500にも上っている。NTTでは，この低価格常
時接続型サービスとして大変な人気を誇るOCNエコノミー
サービスをベースに，サーバやソフトウェアなどをセッ
トにした，「OCNエコノミースクールパッケージ」という
学校向け商品を現在企画中である。今回は，この「OCNエ
コノミースクールパッケージ」に関して，NTTのOCN事業
部に直接接触して得られた情報についてお知らせする。
果たして，「OCNエコノミースクールパッケージ」は，学
校ユーザーにとって役に立つのかどうか，じっくりと検証
してみよう。

1. OCNエコノミースクールパッケージの概要

　OCNエコノミースクールパッケージとは，先日紹介した
OCNエコノミーサービスの回線契約に，校内で情報発信を
するために使うサーバ，これらを運用していくために必要
な保守契約をセットにした商品である。 具体的には，
 ①OCNエコノミーという，常時接続型のインターネット
専用線を学校まで敷設する。
 ②ホームページやメールを使った情報発信や情報交換を
行うために必要なサーバと呼ばれる機材を，すぐに使える
形で学校に設置する。
 ③「学校名 .ac.jp」というような形のインターネット上の
住所をNTTが代行して取得し，その維持管理も行う。
 ④ 問題が起こった場合には，専門のヘルプデスクと呼ば
れる相談窓口が対応する。
という内容である。

                                            （図１）
　このパッケージには，実際に先生や生徒がインターネッ
トを利用するときに使うコンピュータは含まれていない。
すでに学校にあるコンピュータを，②のサーバに繋ぐこと
によって，学校中のどのコンピュータからも，インターネッ

「検証 ： OCNエコノミースクールパッケージ」

検証：OCNエコノミースクールパッケージ

アスキー未来研究所  主任研究員  粉川 一郎
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NTTのサポートが期待できる

維持，活用の面で有利なシステム
  前回の「学校にインターネットを繋ぐには」でもお話した
ように，インターネットを利用するたびに電話をかける必要
があるダイアルアップ接続型のサービスは，実際に授業等で
活用していくときには作業が煩雑で使いにくいものである。
このOCNエコノミースクールパッケージの場合は，OCNエコ
ノミーという常時接続型のサービスを元にしているため，接
続の手順を意識することなく，いつでも使いたいときに使い
たいだけインターネットを利用することが出来る。しかも，
月間の使用料については，どれだけ使っても一定であり，毎
月の維持費用を見こしておくだけですむ。インターネット環
境を学校に根づかせるためには，こうした，維持や活用の面
で余計なことにわずらわされないで済むシステムというのは
重要である。

豊富なサーバの機能
  せっかく学校へインターネット環境を導入するのに，実
際の利用方法はWWWホームページの閲覧だけでは少々もっ
たいない。インターネットを使って自分たちが情報発信し
たいという欲求が児童・生徒からも起こってくるだろう。
そういった場合に，専用のサーバを持つこのOCNエコノ
ミースクールパッケージの有利性はさらに大きくなる。
OCNエコノミーのサーバシステムは，インターネットで
ホームページを公開するためのWWWサーバの機能も備えて
おり，新たに何らかの契約を結ぶことなく，簡単に外部に
向かってホームページを使った情報発信が出来る。市販の
ホームページ作成ソフト（HTMLエディタなどと呼ばれる）
を使えば，ワープロなどに慣れた人ならば，数日で簡単な
学校紹介ホームページを作って，世界に向かって公開する
ことが可能なのである。OCNエコノミースクールパッケー
ジの導入と同時に，学校紹介のホームページを公開，といっ
たこともあながち夢ではない。
　また，OCNエコノミースクールパッケージのサーバシス
テムはメールを管理するメールサーバの機能も持っており，
参加者がメールで相互に情報交換と情報共有の出来るメー
リングリストのようなサービスを学校が提供出来るように

することも計画中であるとされている。PTAのお知らせや
卒業生，同窓生の情報交換に，こういったメーリングリス
トを活用するというような事も，メールサーバを持つOCN
エコノミースクールパッケージなら簡単に行えることにな
るだろう。 　
 さらに，OCNエコノミースクールパッケージではPROXY
サーバが最初から設定されている。PROXYサーバとは前回
の記事でもお話したように，一度繋いだホームページを読
み直す際には早く読み出しが出来るようにしたり（キャッ
シュ機能），学校内のコンピュータの安全性を確保するた
めに機能するサーバである。授業でホームページの閲覧を
行う場合は，このキャッシュ機能が有効になるだろうし，
学校内の大切なデータの保全を考えると，このPROXYサー
バ機能は学校でのインターネット活用のためには必須の機
能である。

独自のドメインネームが持てる
  設定をNTTが行ってくれるという点と重なる面があるが，
OCNエコノミースクールパッケージの有利な点として，ド
メインネームを独自に持つことが出来ることがあげられ
る。 ドメインネームとは，インターネット上の住所であ
り，ホームページを閲覧するときに入力するwwwに続く
eri21-unet.ocn.ne.jp のような文字列のことである。一
般には，独自にドメインネームサーバというサーバを立ち
あげないと，例えば「tsukuba.ac.jp（筑波大学の場合）」
のような学校名を主体とするすっきりとしたドメインネー
ムをつけることは出来ず，インターネットプロバイダの名
前の前や後ろに学校名を併記するようなドメインネームに
なってしまう。しかし，OCNエコノミースクールパッケー
ジの場合は「学校名 .ac.jp」のようなドメインネームを
ドメインネームサーバなしにつけることが出来る。またこ
の名前の登録の作業もNTTが代行してくれる。こういった
配慮は，学校からの情報発信を行っていく上で大変意味の
あるものである。

　このように，OCNエコノミースクールパッケージには，
学校でインターネットを利用していく上で，学校の先生の
負担を出来るだけ少なく，しかし最大限インターネット環
境を利用できるような配慮がなされている。このような
サービスが提供される予定であるのは，学校にインター
ネット環境を導入しようと考える人たちには朗報と言え
る。
  しかしながら，このOCNエコノミースクールパッケージ
は本当に盤石のものなのかどうか。今度は，その弱点や不
安と思われる点について考えてみよう

３．OCNエコノミースクールパッケージの
                              弱点及び不安点

OCNエコノミーの速度と
                費用対効果（コストパフォーマンス）
  OCNエコノミーは，一般の電話回線によるインターネッ
ト接続の約４倍の速度に相当する128Kbpsでのインター
ネットへの接続が可能である。この速度は，モデムと電話
回線を使って通信している人にとっては大変快適にホーム
ページの閲覧が出来る速度である。

検証：OCNエコノミースクールパッケージ

  NTTのサポートについては，まだこのサービスが動き出
していないだけに未知数であることは否めない。しかし，
全国に支店網を持っていること，それらの支店ごとに通信
関連の専門家がいること，インターネット接続の面だけで
なくLANの導入や構築に関する専門部門があること等は，
導入時の技術的サポートや，校内LANを含めたネットワー
ク構築全般でのサポート，といった点で他のインターネッ
トプロバイダよりも有利であると期待できる。しかも，ス
クールパッケージ専門の相談窓口（ヘルプデスク）も設け
られる予定である。専用線とサーバを使ったシステムの場
合，素人では手におえないような設定なども必ず出てく
る。プロの知恵を借りれば5分で済む問題も，素人が一人
で考えていれば3日も4日も無駄につぶすような状況もあ
るだろう。高度な情報化をはかるためにはサポートの問題
は最大の注目点であると言っても過言ではない。そういっ
た点で，このスクールパッケージは比較的安心出来るもの
と思われる。



　しかしながら，学校内のすべてのコンピュータをイン
ターネットに接続するとなると話は別である。前回の記事
でもお話したが，単純に計算すると，10台のコンピュー
タをこのOCNエコノミースクールパッケージによってイン
ターネットに接続し，同時にホームページの閲覧を行おう
とすると，コンピュータ1台だけをOCNエコノミーのスクー
ルパッケージによってインターネットに接続する場合に
比べ，速度は10分の 1に低下してしまう。つまり，ホー
ムページが表示される速度が10倍になるわけで，5秒で
表示されるホームページなら50秒かかってしまうことに
なるのである。

                                           （図３）

                                            （図４）

　128Kbpsという速度は，1台で使うには快適だが，10台
で使うには心許ない。同時に10台のコンピュータがイン
ターネットにアクセスしないような運用の方法を考える必
要がある。
  また，OCNエコノミーというシステム自体，128Kbpsの
速度を保証している訳ではない。近隣にどの程度OCNエコ
ノミーを使っている人がいるかによって，実際の速度は変
わってくる。場合によっては，モデムと電話回線を使った
接続よりもホームページの表示速度が遅いケースもありう
るので，この点も不安材料の一つである。
  また，OCNエコノミーサービスの月額使用料は3万8千
円である。これに対し，学校向けパッケージは約6万円と
約2万2千円の差額がある。この差額で，サーバやソフト
が果たして費用対効果の面で優れているかどうかは，サー
バやソフトウェアの仕様がはっきりしていない現時点では
何とも言えない。NTTでは「学校向け，ということで利益
を無視した価格設定をしたい」ということなので期待して
良いとは思われるが，この点については具体的な仕様が出
てきた後に，再び検討する必要があるだろう。

５

一体型（オールインワン）の不安
  NTTによれば，このOCNエコノミースクールパッケージ
のサーバは小型の一体型タイプだとのこと。先に述べたす
べてのサーバの機能（WWW,メール,PROXY）が一つのサー

バの中に入っている。

　設置スペースや費用の問題を考えると，一体型（オール

インワン）サーバは有効ではあるが，安全性という観点か

ら見ると問題もある。例えばWWWサーバで問題が起こった

場合，サーバが分かれていればメールやPROXYに問題は出

ない。しかしながら一体型サーバの場合どれか一つの機能

が原因で問題が起こった際，他の機能にも影響を及ぼす可

能性がある。

  実際問題として，設置スペースや費用の問題を考えれ

ば，その程度の危険性はやむをえないところだが，必ずし

も最良の選択でないことは頭に置いておくべきである。

電子メールによる相談窓口

　OCNエコノミースクールパッケージでは，学校からの相

談について専門の相談窓口（ヘルプデスク）が置かれるこ

とになっているが，この問い合わせ方法が，実は電子メー

ルに限定されている。電話を使った相談では費用がかかり

すぎて，先の月々6万円という月額使用料を維持出来ないと

いうことである。

  しかし，これでは学校側としては困ったことになるかもし

れない。そもそも，電子メールが使えないようなトラブル

が発生した場合，相談の術が一切断たれてしまうことにな

る。また，コンピュータに不慣れな人が，コンピュータに

関するトラブルの解決を行うために，コンピュータを通じ

てしか相談が出来ないというのも，現実問題として酷な話

であろう。また，緊急を要するような用件について，電子

メールのような即答性が期待できない方法でしか相談が出

来ないというのも問題がある。

　この点については，我々21世紀教育研究所でもNTT側

に要望を出しているところである。電子メールによる相

談窓口自体は，面白い試みと思われるので，急を要する問

題や，コンピュータに不慣れな人向けの，電話やFAXによ

る相談もあわせて行われることを期待したい。

４．まとめ

  OCNエコノミースクールパッケージについて，さまざまな
点から検討してきた。問題があると思われる点については
忌憚のない意見を言わせてもらったが，全体で見ると評価
に値するサービスと思われる。特に月額6万円という現実
的な価格帯で，学校という施設に特化した常時接続型のイ
ンターネット環境を導入出来るという点については大きく
評価したい。ダイアルアップ接続でない，本格的なイン
ターネット接続の足がかりとしては，非常に手ごろで有効
であると思われる。 　

  しかしながら，OCNエコノミースクールパッケージを導入

することによって，インターネットの接続に関する環境は

整っても，インターネットをどのように活用していくか，

インターネットを使って，学校でどのような新しい試みを

行っていくことが出来るか，といったようなことまで，

NTTがサポートしてくれるわけではない。実際の授業でど

検証：OCNエコノミースクールパッケージ



う活用するのかについては，先生方一人一人が考えていく

必要がある。もっとも，インターネットは新しい環境であ

り，具体的な指針やモデルが提供されればそれに越したこ

とはない。そこで，我々21世紀教育研究所では，これか

らできるだけ多くの授業における活用事例や，新しい試み

をＥＣＯ Ｎｅｗｓを通じて紹介し，学校におけるイン

ターネット活用の道標としていきたい。さらに，NTTに働

きかけて，OCNエコノミースクールパッケージを導入した

学校に，インターネット環境の教育的利用に関する情報を

提供できるような形にもできればと考えている。このシス

テムを上手に運用していくことで，インターネットによる
情報収集や情報発信を，生徒も先生も当たり前のように
使っていける環境作りをしていきたいものである。（了）

粉川一郎
昭和46年 4月 27日生まれ 26 歳 神戸市出身
平成９年筑波大学大学院修士課程
                      環境科学研究科修了
専門：電子ネットワークにおける組織論，
     文化論， コミュニケーション論
現職 (株)アスキー アスキー未来研究所
                              主任研究員

　各学校では，コンピュータを積極的に教育にも取り入れ，
情報活用能力の育成や，学習の効果を上げようとしている。
また，最近ではインターネットの活用も種々研究されてい
る。我が浅科中学校でも平成９年度よりインターネットを
導入し，その教育的活用について実践してきた。
　浅科中学校は生徒数２７０名で，比較的小さな学校で
ある。わが中学校では平成８・９年度に文部省から研究
指定を受け，教育機器，特にコンピュータの授業での活
用のあり方の研究をすすめてきた。各教科では，コン
ピュータ活用により，個に応じた学習のあり方や，考え
を深められる授業改善を求めて実践してきた。また，コ
ンピュータを身近な道具として日常的に活用できる場と
して，特別活動での活用も図ってきた。その一つとして，
インターネットを活用した事例について紹介したい。　
 平成９年１１月進路決定を間近に控えた３年生が，進路
学習の一つとして自分の就きたい職業をインターネット
で調べた。この学習を進めたのは，３年Ｃ組３１名の生
徒たちである（授業者：降旗 悟）。学級担任に教わりな
がら，生徒たち一人一人はインターネットを使って，看
護婦，建築士，アニメーター，ギタリスト，など，様々
な職業に就くための資格や専門学校などのことについて
教えて欲しいと発信した。
　例えばＡ君は次のようにメールを送った。

   はじめまして。長野県に住んでいる中３男子です。
　インターネットを使って進路について勉強しています。
実は航海士について興味を持っています。高校は地元の
公立高校の普通科か理数科を考えています。その先，ど
のような進路をとったら航海士になれるか知りたいです。
情報が少なくて，身近に航海士の資格を持っている人も
いません。何でも結構です。航海士について教えてもら
えるとすごく嬉しいです。

 　この時，担任は，情報の発信者としての信頼性の持て
る表現となるよう指導した。

　果たして返事が届くだろうか。

　数日後，それぞれの職業についてメールの返事が届い
た。３１名（長期欠席２名）中，インターネットで職業
調べをした生徒は２８名で，全員に返事が届き，最終的

インターネットで職業調べ

長野県北佐久郡浅科村立浅科中学校

には総数は１０５通になった。思っていたより多くの人
たちから返事が届き，担任や生徒も一安心であった。そ
れをもとに，学級では生徒一人一人が自分の調べたこと
や感想を交えて発表することにした。
　発表の一例を紹介しよう。
　アナウンサーについて調べたＫ君の発表の要旨は次の
通りであった。

  岩手朝日放送のＮアナウンサーに電子メールで教えて
いただいた。 メールを読んで印象に残ったことは，「中
学生の段階では特に準備はいらないということと，今は
とにかく普通の学校生活を送り，準備は大学に入ってか
らで十分。ただ，本当になりたいなら，その気持ちを忘
れずに持ち続けることだ。」ということです。僕は専門
的な知識など必要なのでもっと早いうちに勉強しなけれ
ばならないかと思っていたが安心しました。 アナウンサー
になりたいという気持ちを忘れずに，これからの学校生
活を大切にしていきたいと思います。

　学級担任は，各自の発表原稿をあらかじめ見せてもら
い，特に大切な部分をプレゼンテーションソフトでコン
ピュータに入力しておき，生徒の発表にあわせて提示
し，他の生徒にも分かり易くなるよう工夫をした。

　一人一人が発表した後，それぞれが質問したいこと
や，印象に残ったことを発表しあった。
Ｂ君「Ｃ君はどうして建築士になりたいのか」と質問。
Ｃ君「建築士は僕のあこがれだ。それに，自分の造った
     建物などが長いこと残り，多くの人に見てもらえる
     からです。」
　
  また，全体の発表後，生徒達は感想を発表した。
Ｄさん「○さんが小学校のころから夢を持っていて，そ
      れに向けて努力している事に感心した。」
Ｅ君「通訳になるために，海外ドラマなどをみて英語力
    を高めようとしているとはすごい。」
Ｆ君「父の職業に就きたいという○君の考えは，父を尊
    敬していることで良いことだ。」
など，思い思いの感想を発表し，互いの進路について理
解を深めることが出来た。
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インターネットで職業調べ／ＴＶ会議を通じた社会科学習

　この授業を参観し，成果と思われる点は次のようなこと
である。
①　インターネットで各職業について，それぞれ専門的
  立場から直接情報を得ることが出来た。
②　自分が目的を持ってメールを発信することにより，
  返事の期待感と，返事が届いたときの喜びが体験で
  き，学習に主体的且つ積極的になれる。
③　メールは書物と違って，対話言葉であり，相手から
  の話し言葉である。そのため，自分のために届いた情
  報としてとらえることが出来る。
④　授業を通し，＜情報の発信→収集→処理・加工→発
  表・伝達＞の過程を直接体験でき，情報活用能力の育
  成の場となり得ている。
⑤　コンピュータがあくまで道具として位置付いてお
  り，生徒相互の理解や進路への励ましとなり，心揺さ
  ぶるものがあった。

　情報化社会だからコンピュータを使えば良いという発
想でなく，上記の⑤の事が特に大切であると思う。その
背景には，担任の授業の教材化の適正化や生徒への支
援，また，生徒の学習への真剣な取り組みがあったから
であろう。
　一方，インターネット活用での問題がないわけでもな
い。ある女生徒に届いたメールは，発信者のアドレスや

氏名はあるものの，中学生には見せたくないイラストが
入っているものもあった。事前に担任が調べておいて，
必要部分のみプリントアウトして生徒に渡したことも
あった。改めて，情報のモラルが問われる問題である。
　また，メールを届けてくれるのはありがたいのだが，
個人の立場でのメールは，個人的感情がかなり入ってい
る。その個人的なメールでその職業についての全てであ
るように解釈すると問題があるので注意を要するように
感じた。
　いずれにしても，生徒たちは今回のインターネットで
の職業調べでは，かなり主体的且つ積極的に学習に取り
組んだ。そして，いろいろな職業に就いている方からの
メールで，今まで以上に職業についてイメージを膨らま
せ，将来の職業観の確立に一歩近づけたことは確かであ
る。高校への進学が増える一方，無目的入学が増え問題
になっている現在，将来の職業観をもちながら進学して
いくことは，中学校での進路学習の上で大切なことと感
じられた。          （文責　浅科中学校 教頭　中沢　裕）

 授業者の降旗先生は，ＥＣＯ Ｎｅｗｓ登録コースウェア
「正負の加減」作成メンバーです。
 信州大学公開講座（平成10年 1月 27日開催）で，この
授業のビデオをご覧に入れる予定です。ビデオの作製は
中沢先生です。

 更埴市立東小学校は，平成８年度から始まった「こねっ
と・プラン」の参加校として，小学校での利用のあり方を
模索してきています。現在のインターネット接続環境とし
ては，今までのＣＡＩ教室内（ＡＸ４０台，ＷＩＮ９５
コンピュータ４台）に，インターネット接続可能なコン
ピュータが１台とＩＳＤＮ回線が確保されました。
 このような限られた環境の中で，今年度本校では２つの
柱を立ててみました。それは，「パソコンＴＶ会議システ
ムの利用」と「ホームページの作成」です。その中で，
フェニックスを使ったＴＶ会議システムの利用についてお
話してみたいと思います。
 こねっと・プランの参加校になった時，コンピュータと
ともに学校の希望でフェニックスが１セット整備されまし
た。４年生以上のクラスが１度は経験しようと最初こねっ
と・プランが企画するいろいろなイベント（講演会，セミ
ナーなど）に参加しましたが，やはり一方的なものだと子
どもの興味関心も長続きしません。また，イベント後子ど
もの中に残るものが多くないということがわかってきまし
た。そこで，学校間交流や質問・意見が述べられるセミナー
など双方向のやりとりができるものが主になってきました。
　昨年１２月のことですが，４年生の一クラスが千葉市幕
張の小学校と交流する機会がありました。自分たちの住ん
でいる地域を調べて資料を作成したり，地図を書いたりと
事前学習をした後，ＴＶ会議システム（フェニックス）を
使って，お互いに発表したり質問したりしました。カメラ
で発表する子どもを映しながら，ホワイトボード共有機能
を使って，地図上で学校の位置を示したり，映像切り替え

器に接続したＯＨＣで子どもたちが持ち寄った資料，アン
ズの写真や加工品を映したりしました。
 その時，子どもたちが書いた感想文からパソコンＴＶ会

議システムの効果と思われるものを紹介しましょう。

１ 新情報の獲得
☆千葉市だけでなく，千葉県のことまでわかってよかった。
☆東小の周りは山ばかりなのに，向こうの小学校の周りは
  ビルとかホテルですごいなあと思った。
☆幕張は，ビルとかマンションなどがとてもたくさんあっ
  たけど，自然がほとんどなかった。
☆打瀬小学校の職員室からは，ビルやマンションが見えた
  り，学校の窓が多かったり戸がなかったことがおもしろ
  いなあと思った。
☆打瀬小学校のマークがかっこよかった。ヨットが海に浮
  かんでいるマークだそうです。
☆打瀬小学校の人々は，マンションに住んでいて，かわい
  そうだと思った。
☆海を埋め立て地にして，工場を立ててあるそうです。と
  てもすごいと思った。

ＴＶ会議を通じた社会科学習

      更埴市立東小学校     堀越則夫

長野
県更
埴市
立

    
東小
学校

    
    
    
千葉
県千
葉市
立

    
    
    
   打

瀬小
学校

☆ぼくたちの小学校の
  周りは田です。向こ
  うの学校の周りは高
  いビルやマンション
  ばかりででとっても
  おどろきました。
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～ご質問にお答えします～
 Ｑ ECO News No.52 に，現在公開されている小学校の
ホームページの中で，子どもの作ったホームページと明記
されていた２つの公立学校は何れもスタディノートを使っ
たものであったと記されていました。それはどこの学校で
すか。また，そのホームページのアドレスも教えて下さい。

 Ａ 長野県の松川小学校と，つくば市の桜南小学校です。
     ホームページのアドレスは次の通りです。
　松川小学校　ht tp : / / ce r t . sh in shu -u . ac . jp / s ch /
                    sho/matukawa/matukawa.html
　桜南小学校　http://www.ounan-es.
                          t sukuba . iba rak i . jp/

ＥＣＯ   Ｎｅｗ     21世紀教育研究所
〒305-0005       茨城県つくば市天久保4-3-10
        ℡0298-50-3321   fax0298-50-3330
              e-mail econews@green.ocn.ne.jp

ＴＶ会議を通じた学習／ご質問にお答えします

２ 地域や学校の再発見
☆面積は長野県の方が広かった。そして自然がある。
☆「向こうの学校のマークがかっこいい。家の学校のマー
  クは古い。」と言っていた男子がいたが，私は東小の
  マークもとてもいいマークだと思います。だって更埴市
  の名物をマークにしたからです。
☆東小は冬になると，なかよし山でそり遊びとかができる
  のでそれは打瀬小学校よりいいです。
☆東小学校のことや周りの事を知ってもらってうれし
  かった。

３ 学習意欲の向上
☆次回やるときも，うまく楽しくやりたい。
☆自分の発表が終わったら少しふざけてしまった。今度交
  流するときは，もっとちゃんとやりたいと思う。
☆次は，打瀬小学校全員の名前も知りたいし，私たちの名
  前も覚えてほしいです。
☆交流すると聞いたとき，あまり積極的に活動できなかっ
  たけど，自分の発表するところがきちんとできてうれし
  かった。
☆私は森将軍塚の発表をしました。今度はもっとわかりや
  すい説明をしたいです。

4 相手地域への意識の広がり
☆千葉県のよいところやいろんなことを教えてもらって，
  私は向こうに行ってみたいなあ交流してみたいなあと
  思った。
☆近くに幕張メッセなどがあってうらやましかった。
☆近くにディズニーランドやマリンスタジアムなどがあっ
  て，うらやましいところがたくさんあった。
☆ディズニーランドへは２０分ぐらいで行けるなんてビッ
  クリしました。

5 発表力の向上
☆オリンピックの紹介をうまくできた。
☆自分の発表も練習の時よりうまくできた。
☆初めてなのにじょうずにできたと思う。
☆発表するとき緊張したけど，うまくできてよかった。

6 知識の再構築
☆向こうの小学校のまわりには，米があると思ったけど，
  ぜんぜん近くにはないということがわかった。
☆海の近くだとは知っていたけど，埋め立て地に作られた
  なんてとても信じられなかった。

7 聞く力の育成
☆自分の発表が終わったらちょっとふざけてしまったけ
  ど，向こうの小学校の発表はよく聞けた。
☆ぼくが発表しているとき，向こうの学校の人たちはとて
  もよく聞いてくれました。みんな聞いてくれてよかった
  です。

8 自分たちの学校生活の向上
☆東小もそんなふうに自分の考えたクラブ活動ができるな
  らいいなあと思った。

　今後，さらに多くのデータを集積し，どのような効果が
期待できるかを子どもの声で十分検討し，調べてみる必要
性があります。子どもたちがその効果について，答えを出

してくれるかもしれません。

 堀越先生は，元筑波大学中山研究室内地留学生（1年
間）です。また，ＥＣＯ Ｎｅｗｓ登録コースウェア
「面積の単位換算」の作成者でもあります。さらに，

マルチメディアコースウェアの作成もされています。

【中山先生から一言】
 「こねっと」のＴＶ会議は，インターネットと混同され
ることがよくあるのですが，電話（ＩＳＤＮ）回線を用い
たマルチメディア通信の一例と考えたらよいでしょう。イ
ンターネットの活用ではありませんが，本報告は，マルチ
メディアの学習利用効果がよく示されており，今後の行き
方の一つであると思います。

☆ぼくは，アンズ
  のことを発表し
  ました。アンズ
  からできている
  アンズエードと
  いうジュースで
  す。他にもたく
  さんアンズから
  できているもの
☆オリンピックの発表をしました。自分の知らなかったこ
  とがあってためになりました。
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がありました。

 つくばでは，1月に入って8日，15日と積雪１５センチ
にもなる！大雪！！が降りました。雪の多い地方の方には
笑われてしまいますが，雪対策が何も無い私の軽自動車で
は，出勤不可能・・・ＥＣＯ Ｎｅｗｓの発行が遅れて申
し訳ありませんでした。でもこの雪，長野県ではオリン
ピックに間に合って本当によかったですね！
  No.51，No.52とインターネット関係の話題が続いています
が，次号は，いよいよ，ｽﾀﾃﾞｨﾉｰﾄの特集です。乞うご期待！


